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次の設例について、問いに答えなさい。

警察官 Pは、2018年 9月 30日午後 9時 30分ころ、同僚警察官 Qとともにパトカーで
大阪市内を警邏中に、「X町で殴り合いの喧嘩。一人が倒れていて動かない。」との無線連絡
を受けた。Pらはこの連絡を受けて現場に急行し、中年の男性 Aと額から血を流してその
傍に座り込んでいる若い男性 Bを発見した。Pはその場で A、Bに対して職務質問を開始
した。その場での質問により、Bが A の殴打によって転倒し、路面に頭を打ち付けてけが
をしたことが判明した。しかし、周囲に 10数人が A、Bらを遠巻きにして様子を見て否か
にたため、路上で質問を続行することはできないと考えた Pは Aの腕をとって「派出所ま
で来てもらうよ」と告げてパトカーの後部座席に乗せた。Qはこの間、Bの様子を見てい
たが、出血があることから手当てが必要であると考え、Bを同じ車両の前部座席に乗せて、
喧嘩の現場から 500メートルほど離れた派出所の方向へ向かった。
ところが移動中に Aは、上着の左ポケットから小さな金属製のケースを取り出し、パト
カーの窓から路傍の植え込みに投げ込んだ。それに気づいた Pが Aに「何を捨てた」と聞
いたところ、Aはふて腐れたまま、「知らん」とだけ答えた。そこで Pは、「午後 9時 40分、
暴行罪で現逮や、手錠かける」と告げ、Aの右手に手錠をかけ、その手錠の片方を座席のヘ
ッドレストにつないで車を降り、植え込み内を探した。すると Aが捨てたと見られる地点
にアルミケースが落ちており、中に白い粉末が入っているのが見えた。車両に戻った Pが
Aに対し「おまえのやな、中身は覚せい剤か」と尋ねたが、Aは何も答えず、代わりに B
が「A、もうあかんわ。逃げようがない」と Aに声をかけたうえ、ケース内の粉末が覚せい
剤であり、Bが Aから買い受けるはずであったこと、売買の金額で折り合いがつかず、喧
嘩になったことを認めた。

派出所に到着後、その粉末が覚せい剤であることを確認した Pは、9月 30日午後 11時
30分ころ、Aを Y警察署に引致し、Aに対し、暴行及び覚せい剤所持の事実について現行
犯逮捕手続書を作成した。また、Pは、同じく Y警察署に移動させた Bについて応急的な
手当てをしたうえで、Bから覚せい剤が Aの所持していたものであることを認める供述を
得て調書を作成した。その後、Pは Bを帰宅させ、Aについては Y警察署留置場に収容し
た。Pは、翌 10月 1日午前 9時に Aに対して覚せい剤所持の事実でも逮捕した旨を告げ、
逮捕後の手続と覚せい剤に関する取調べを行った後、10月 2日午前９時に Aを検察官に送
致した。

問い あなたが Aの送致を受けた検察官であるとしたら、Aに対する捜査についてどのよ
うな対応をするべきかを検討しなさい。その際、Aに対し勾留請求をするべきか否かについ
ても判断を示すこと。






